


会員皆さまの「最近の活動」が
ございましたら、是非、
お知らせ下さい！

東児協ニュース・会員相互の情報交換記事
　様々な記事をいただきました。アトランダムですがご紹介します。まだ、現在の近況や活動、
思い出、なんでも自由です。ぜひ、お知らせ下さい。（敬称略）

  私は、今から53年前に「校庭開放指導員」として、大学の授業で習った遊びを小学校の校庭で遊
ぶアルバイトをしていました。3ヶ月ごとに目黒区の小学校を回る活動を社会教育課の前田裕由氏
の指導で展開していました。その時、全国子ども会連合会で「第一回全国子ども会年少指導者研究
集会」が開催されました。前田先生は子ども会の指導者でもあり、私をグループ・リーダーに紹介し
てくれました。
　その時のメンバーが、長谷川実彰先輩・恩田正身先輩・坂田美佐子先輩等でありました。
（ご存知の通り、長谷川先輩と美佐子さんは結ばれました）一番学年が低い私は皆の活動につい
て行くのが精一杯でありました。
　その時に、小菅知三先生・脇悳先生と出会うのであります。その出会いが東京児童文化研究会
でのお手伝いへと発展しました。全国子ども会連合会の年少指導者研究集会がなければこの出会
いは実現しなかった。卒業後、日本レク協会で淑徳文化生活文化専門学校に出向し、全子連へ転
職して常務理事・事務局長を末吉裕郎氏退任後に拝命しました。定年退職し、国立山口徳地青少
年の家所長を歴任し、目白大学こども学科で教鞭を執り現在に至ります。
　73才で目白大学は定年ですので、来春退官します。
　今後はどうするかを考えて第一回年少指導者研究集会で習った「ペープサート」を児童館など
で演じるボランティアを続けていこうと考えていました。しかし、コロナ禍で活動は延期・中止を余
儀なくされて東京児童文化協会のホームページに15年前の日天さん月天さんの映像を載せてい
ただきました。これからはペープサートを中心にしながら、児童文化とは何にかについて考えてい
きたいと思います。
　現在女房一人と子ども2人と孫一人です。3つの世帯でそれぞれ暮らしています。孫は大学2年
生になりました。時々尋ねてきてくれて女房といろいろと話をしています。
　看護学生です。卒業する頃にはコロナウイルスは終焉していることを祈ります。
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　　　　　　子どもの育成に関わって５０年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　恩田　正身

　まずもって、心より小菅知三先生のご冥福をお祈り申しあげます。本当にお世話になりま
した。数々のご指導ありがとうございました。
　大学2年の夏に脇先生の誘いで東京児童文化研究会に入会してほぼ５０年になる。半
世紀前のこと。保田林間子ども会、近江神宮林間学校、赤城少年文化教室、高尾山合宿、明
治神宮キャンプファイヤー、四街道巡回子ども会、杉の子子ども会リーダースクラブなどな
ど。思い返すと児童文化漬けの毎日だった。その間、小菅、脇両先生を始め多くの皆様から
ご指導等をいただいた。感謝の気持ちで一杯である。
　このご縁で新潟に戻っても細々とではあるが「児童文化、子ども育成」の道を歩むことが
できた。小学校教員をしながら赴任した先々で子ども会活動をしたり、私が住んでいる町
内会でふれあい活動（子どもだけでは人数が少ない）をしたりした。地元勤務になったころ、
全国読書キャラバンを糸魚川でということになり、十数年取り組んだ。定年退職後、一時期、
A４に収まらない役職等に振り回されたが、おかげで、人権擁護委員、児童館、放課後児童
クラブなどにも関わり、道を外れずに現在に至っている。
　今は、人権擁護委員、まちづくり事務局、大王あじさい園の世話、障がい者施設ボランテ
ィア、一番手のかかる孫（３人）の子守りなどで毎日が過ぎている。



「東児協ニュース・会員相互の情報交換記事掲載用紙」
お名前：　　　　　　　　　ご住所：
電話番号：　　　　　　　　　　　　　（携帯でも可）
メールアドレス：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（あれば）

２、東児協会計報告（会費）
　9/2以降、3名の会費納入、別途寄付金として1,000円、頂戴しました。ありがとうござ
いました。
　３、入会申込書を作成しました。
　イベントでお手伝いいただいた方や関心のある学生さんに配布をしています。理解者
の拡大と指導者の育成を目的としています。

４、おわりに
　現在、事務局においては来年度（令和4年度）の活動のために、準備を始めています。ポ
ストコロナでは、活動内容もさる事ながら、リスクをどこまで低くして対応するかではな
いかと考えてます。皆様におかれましてもご意見やご提案は遠慮なくこちらまでお寄せく
ださい。下記用紙をお使いください。FAX、郵送、メールなんでも大丈夫です！
※写真、絵、イラストも、（郵送でもデータでもかまいません）　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局　FAX　03-3565-6431（オオシマ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メール： info@tokyojidobunka.com


